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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電線が挿通配置された電気絶縁性の可撓性の基側チューブの先端に、電気絶縁性の可
撓性の先端チューブが軸線周りに回転自在に接続して設けられて、上記先端チューブには
上記導電線と機械的及び電気的につながったワイヤ状の露出電極が通過する一対の電極通
過孔が形成されて、その一対の電極通過孔間において上記露出電極が上記先端チューブ外
に露出し、上記基側チューブの基端側から上記導電線を軸線周りに回転させることにより
上記先端チューブが上記基側チューブに対し軸線周りに回転するように構成された内視鏡
用高周波処置具において、
　上記先端チューブの素材として、外面に見える筋が軸線方向に真っ直ぐに全長にわたり
形成された素材チューブが用いられて、上記電極通過孔が上記筋と所定の位置関係に形成
され、
　上記筋は、上記素材チューブの軸線と垂直方向の断面において外側に次第に広がったＶ
状の断面形状に形成されていて、上記素材チューブが外周面側から削り取られると外側か
ら見える上記筋の幅が削り取り深さに対応して減少するものであり、
　上記筋が、長手方向に一定の間隔で幅が変わる状態に削除されていることを特徴とする
内視鏡用高周波処置具。
【請求項２】
　上記先端チューブの基端部が上記基側チューブの先端内に緩く差し込まれている請求項
１記載の内視鏡用高周波処置具。



(2) JP 5137544 B2 2013.2.6

10

20

30

40

50

【請求項３】
　上記一対の電極通過孔が上記先端チューブの長手方向に間隔をあけて形成されて、上記
露出電極が上記先端チューブの長手方向に沿って上記先端チューブの外面に露出している
請求項１又は２記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項４】
　上記筋が、上記露出電極から見て上記先端チューブの裏側にあたる位置に配置されてい
る請求項２又は３記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項５】
　上記筋が、上記露出電極の位置と所定の位置関係を有する領域で上記先端チューブから
削除されている請求項４記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項６】
　上記筋が、上記先端チューブの長手方向において上記露出電極が外面に露出している全
領域で削除されている請求項５記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項７】
　上記筋が、上記先端チューブの長手方向において上記露出電極が外面に露出している領
域より後方の全領域で削除されている請求項５記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項８】
　上記一対の電極通過孔が上記先端チューブの周方向に間隔をあけて形成されている請求
項１又は２記載の内視鏡用高周波処置具。
【請求項９】
　上記露出電極が、上記先端チューブの先端面に沿って上記先端チューブの外面に露出し
ている請求項８記載の内視鏡用高周波処置具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡用高周波処置具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の処置具挿通チャンネルに通されてＥＭＲ（径内視鏡的粘膜切除術）等に用いら
れる内視鏡用高周波処置具は、導電線が挿通配置された電気絶縁性の可撓性の基側チュー
ブの先端に、電気絶縁性の可撓性の先端チューブが軸線周りに回転自在に接続して設けら
れている。
【０００３】
　そして、先端チューブには導電線と機械的及び電気的につながった露出電極を外面に露
出させるための一対の電極通過孔が形成されて、その一対の電極通過孔間において露出電
極が外面に露出し、基側チューブの基端側から導電線を軸線周りに回転させることにより
先端チューブが基側チューブに対し軸線周りに回転するように構成されて、露出電極の向
きを手元側から任意に変えることができるようになっている。
【０００４】
　また、露出電極が内視鏡の観察窓側に向いていなくて観察できない状態の時でも露出電
極の向きを把握することができるように、先端チューブの裏面側の適宜の位置に線状の指
標が設けられている（特許文献１）。
【特許文献１】特開２００５－３３４０００
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載された発明では、黒色に着色されたチューブの表面を軸線と平行方向
に線状に削ぎ落としたり、或いは先端チューブの外面に指標を形成して、線状の指標が設
けられている。
【０００６】
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　しかし、そのようにして指標を設けると、指標を付すだけのために相当のコストがかか
ってしまい、また、特許文献１に記載された発明の指標は、露出電極の向きを把握するた
めには役立つが、露出電極が粘膜下にどの程度潜っているか等を確認することはできない
ので、粘膜下を深く切開し過ぎてしまうおそれがある。
【０００７】
　本発明は、露出電極の向きを把握するための指標を先端チューブに低コストで設けるこ
とができ、また、露出電極が粘膜下にどの程度潜っているか等を容易に確認することがで
きて、粘膜切開等を安全に行うことができる内視鏡用高周波処置具を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用高周波処置具は、導電線が挿通配置され
た電気絶縁性の可撓性の基側チューブの先端に、電気絶縁性の可撓性の先端チューブが軸
線周りに回転自在に接続して設けられて、先端チューブには導電線と機械的及び電気的に
つながったワイヤ状の露出電極が通過する一対の電極通過孔が形成されて、その一対の電
極通過孔間において露出電極が先端チューブ外に露出し、基側チューブの基端側から導電
線を軸線周りに回転させることにより先端チューブが基側チューブに対し軸線周りに回転
するように構成された内視鏡用高周波処置具において、先端チューブの素材として、外面
に見える筋が軸線方向に真っ直ぐに全長にわたり形成された素材チューブが用いられて、
電極通過孔が筋と所定の位置関係に形成されているものである。
【０００９】
　なお、先端チューブの基端部が基側チューブの先端内に緩く差し込まれていてもよく、
一対の電極通過孔が先端チューブの長手方向に間隔をあけて形成されて、露出電極が先端
チューブの長手方向に沿って先端チューブの外面に露出していてもよい。
【００１０】
　そして、筋が、露出電極から見て先端チューブの裏側にあたる位置に配置されていても
よく、その場合、筋が、露出電極の位置と所定の位置関係を有する領域で先端チューブか
ら削除されていてもよい。
【００１１】
　より具体的には、筋が、先端チューブの長手方向において露出電極が外面に露出してい
る全領域で削除されていてもよく、或いは、筋が、先端チューブの長手方向において露出
電極が外面に露出している領域より後方の全領域で削除されていてもよい。
【００１２】
　なお、一対の電極通過孔が先端チューブの周方向に間隔をあけて形成されていてもよく
、露出電極が、先端チューブの先端面に沿って先端チューブの外面に露出していてもよい
。また、筋が、先端チューブにおいて所定の状態に削除されていてもよく、筋が長手方向
に一定の間隔で削除されていてもよい。
【００１３】
　また、筋が、素材チューブの軸線と垂直方向の断面において外側に次第に広がったＶ状
の断面形状に形成されていて、素材チューブが外周面側から削り取られると外側から見え
る筋の幅が削り取り深さに対応して減少するようになっていてもよく、筋が長手方向に一
定の間隔で幅が変わる状態に削除されていてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、先端チューブの素材として、外面に見える筋が軸線方向に真っ直ぐに
全長にわたり形成された素材チューブが用いられて、電極通過孔が筋と所定の位置関係に
形成されていることにより、露出電極の向きを把握するための指標を先端チューブに低コ
ストで設けることができ、また、露出電極が粘膜下にどの程度潜っているか等を容易に確
認することができて、粘膜切開等を安全に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１５】
　導電線が挿通配置された電気絶縁性の可撓性の基側チューブの先端に、電気絶縁性の可
撓性の先端チューブが軸線周りに回転自在に接続して設けられて、先端チューブには導電
線と機械的及び電気的につながったワイヤ状の露出電極が通過する一対の電極通過孔が形
成されて、その一対の電極通過孔間において露出電極が先端チューブ外に露出し、基側チ
ューブの基端側から導電線を軸線周りに回転させることにより先端チューブが基側チュー
ブに対し軸線周りに回転するように構成された内視鏡用高周波処置具において、先端チュ
ーブの素材として、外面に見える筋が軸線方向に真っ直ぐに全長にわたり形成された素材
チューブが用いられて、電極通過孔が筋と所定の位置関係に形成されている。
【実施例】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施例等を説明する。
　図４は、本発明の第１の参考例の内視鏡用高周波処置具の全体構成を示しており、１は
、図示されていない内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される基側チューブであり、例
えば四フッ化エチレン樹脂チューブ等のような電気絶縁性の可撓性のチューブにより形成
されている。基側チューブ１内には、例えばステンレス鋼撚り線等のような可撓性の導電
線２が軸線周りに回転自在に全長にわたって挿通配置されている。
【００１７】
　基側チューブ１の先端に接続された状態に設けられた先端チューブ３は、やはり四フッ
化エチレン樹脂チューブ等のような電気絶縁性の可撓性のチューブにより形成されており
、先端チューブ３の基端部が基側チューブ１の先端内に緩く差し込まれて、先端チューブ
３が基側チューブ１に対し軸線周りに回転自在に接続された状態になっている。先端チュ
ーブ３の先端付近の側面には、導電線２の先端に連結されたワイヤ状の露出電極４が露出
配置されている。
【００１８】
　基側チューブ１の基端に連結された操作部１０には、操作者の第１指を係合させるため
の第１の指掛け１２が操作部本体１１の基端に設けられている。また、操作者の第２指と
第３指を係合させるための第２の指掛け１３が操作部本体１１に対して軸線周りに回転自
在に配置されていて、その第２の指掛け１３に導電線２の基端が連結されている。
【００１９】
　その結果、第２の指掛け１３を操作部本体１１に対して軸線周り方向に回転操作すると
、それによって導電線２が基側チューブ１内で軸線周り方向に回転し、先端チューブ３が
基側チューブ１の先端に対して軸線周り方向に回転する。
【００２０】
　また、導電線２の基端と電気的に導通する高周波電源コード接続端子１４が第２の指掛
け１３に付設されている。その結果、図示されていない高周波電源コードを高周波電源コ
ード接続端子１４に接続することにより、導電線２を介して露出電極４に高周波電流を通
電することができる。
【００２１】
　図１は先端チューブ３部分を示している。この参考例の露出電極４は、撚り線により形
成された導電線２の芯線を単独で引き出して用いられている。したがって、露出電極４は
導電線２と機械的及び電気的につながっており、露出電極４を形成する芯線の先端は基側
チューブ１内に戻されて導電線２に巻き付けられている。
【００２２】
　先端チューブ３の先端近傍には、ワイヤ状の露出電極４を外面に露出させるための一対
の電極通過孔５が先端チューブ３の長手方向に間隔をあけて形成されていて、図２にも示
されるように、露出電極４が一対の電極通過孔５の間において先端チューブ３の長手方向
に沿う向きに先端チューブ３の外面に露出している。
【００２３】
　そして、一対の電極通過孔５から見て（即ち、露出電極４から見て）先端チューブ３の
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裏側にあたる位置には、図３に示されるように、線状の指標として機能する筋６が先端チ
ューブ３の軸線と平行方向に外面から視認できるように形成されている。なお、筋６は先
端チューブ３の他の部分と相違する色であればよく、同色の場合は濃度又は明度等を視認
できる程度に相違させればよい。
【００２４】
　このような先端チューブ３は、素材として、外面に見える筋６が軸線方向に真っ直ぐに
全長にわたり形成された長い（例えば１～３０ｍ程度）チューブが用いられ、それを先端
チューブ３として用いるのに適した長さに切断して、一対の電極通過孔５を筋６と所定の
位置関係に形成して用いられている。したがって、露出電極４の向きを把握するための指
標となる筋６を、先端チューブ３に極めて低コストで設けることができる。
【００２５】
　図５と図６は、本発明の第２と第３の参考例の先端チューブ３部分を示しており、筋６
が、一対の電極通過孔５の位置（即ち、露出電極４の位置）と所定の位置関係を有する領
域で先端チューブ３から削除されている。なお、先端チューブ３の素材チューブは前述の
第１の参考例と同様に筋６が軸線方向に真っ直ぐに全長にわたり形成されたものである（
以下同じ）。
【００２６】
　具体的には、図５に示される第２の参考例では、一対の電極通過孔５から見て先端チュ
ーブ３の裏側に位置する筋６が、先端チューブ３の長手方向において、露出電極４が外面
に露出している全領域で削除され、他の領域では削除されていない。その他の構成は第１
の参考例と同じである。
【００２７】
　図６に示される第３の参考例では、一対の電極通過孔５から見て先端チューブ３の裏側
に位置する筋６が、先端チューブ３の長手方向において、露出電極４が外面に露出してい
る領域より後方の全領域で削除されている。筋６は、露出電極４が外面に露出する領域で
は削除されていない。その他の構成は第１の参考例と同じである。
【００２８】
　このように構成された第２及び第３の参考例においては、露出電極４が設けられている
長手方向の範囲まで、筋６により先端チューブ３の裏側から把握することができるので、
露出電極４が粘膜下にどの程度潜っているか等を容易に確認することができて、粘膜切開
等を安全に行うことができる。
【００２９】
　図７は、本発明の第４の参考例の先端チューブ３部分を示しており、一対の電極通過孔
５から見て先端チューブ３の裏側に位置する筋６が、先端チューブ３において所定の状態
に削除されている。より具体的には、筋６が長手方向に一定の間隔で削除されている。そ
の他の構成は第１の参考例と同じである。
【００３０】
　このように筋６が長手方向に一定の間隔で削除された指標は物差しとしての機能を有す
るので、図８に示されるように、露出電極４が粘膜下にどの程度潜っているか等を内視鏡
５０の観察窓５１から容易に確認することができて、粘膜切開等をより安全に行うことが
できる。５２は処置具挿通チャンネルである。
【００３１】
　図９は、本発明の実施例の先端チューブ３の素材チューブ３Ａを示しており、筋６が、
素材チューブ３Ａの軸線と垂直方向の断面において外側に次第に広がったＶ状の断面形状
に形成されている。Ｗは、外側から見える筋６の幅である。
【００３２】
　その結果、素材チューブ３Ａが外周面側から削り取られると、図１０に示されるように
、外側から見える筋６の幅Ｗ′が削り取り深さに対応して減少し、図１１に示されるよう
に、先端チューブ３において筋６が長手方向に一定の間隔で幅が変わる状態に削除されて
いると、第４の参考例と同様に、露出電極４が粘膜下にどの程度潜っているか等を容易に
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【００３３】
　図１２は、本発明の第５の参考例の先端チューブ３部分を示しており、一対の電極通過
孔５が先端チューブ３の周方向に間隔をあけて（例えば略１８０°対称の位置に）形成さ
れている。なお、図１２には一方の電極通過孔５は現れていない。
【００３４】
　そして、この参考例では、露出電極４が、先端チューブ３の先端面に沿って先端チュー
ブ３の外面に露出している。筋６は、前述の各参考例及び実施例と同様に先端チューブ３
の素材のチューブに形成されており、このように本発明は露出電極４の配置が相違する各
種の内視鏡用高周波処置具に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の第１の参考例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の側面断面図
である。
【図２】本発明の第１の参考例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の平面図であ
る。
【図３】本発明の第１の参考例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の底面図であ
る。
【図４】本発明の第１の参考例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の全体構成図
である。
【図５】本発明の第２の参考例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の底面図であ
る。
【図６】本発明の第３の参考例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の底面図であ
る。
【図７】本発明の第４の参考例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の底面図であ
る。
【図８】本発明の第４の参考例の内視鏡用高周波処置具の使用状態の略示図である。
【図９】本発明の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブの素材チューブの軸線に
垂直な断面の断面図である。
【図１０】本発明の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブの素材チューブが部分
的に削り取られた後の状態の軸線に垂直な断面の断面図である。
【図１１】本発明の実施例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の底面図である。
【図１２】本発明の第５の参考例の内視鏡用高周波処置具の先端チューブ部分の斜視図で
ある。
【符号の説明】
【００３６】
　１　基側チューブ
　２　導電線
　３　先端チューブ
　３Ａ　素材チューブ
　４　露出電極
　５　電極通過孔
　６　筋
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